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大体、1 日のうちもう 6 時間とか 7 時間は本と向き合ってるわけで。それで、すぐは読まな
いけど、まあこれ使いたいな、というのは買ったりしてるんで、やっぱりだんだんこう増え
てきてしまって……書斎は猫に占領されてしまってるから（笑）、書庫がほしいかな。 






 あとは、僕映画館に行くの苦手なんで、こうやって DVD とか買って観てるんだけど。 
100 
 
 あとは旅行かな。あ、大事な趣味を言うのを忘れてた、お笑いなんだよお笑い。クラシッ
ク音楽とお笑いなんだよ。アメトークとまっちゃんのすべらない話とかね。ずっと晩飯とか
食いながらアメトーク見てんの。 
 
Ｑ．学生時代にまったく違った勉強をされていましたよね。先生が学生時代に学んだことで、
次の研究に発展させていくために役に立ったものは何ですか？ 
 
 学生時代に、神戸の街、特に観光とかで一切取り上げられないところに連れて行ってもら
ったことかな。電気屋のバイトで、お父さんの仕事を手伝っていたもんだから。それがやっ
ぱり大きいかな。街に出てその人たちの暮らしぶりとか、実際に仕事やってる人を見ること
になるので、それでずいぶん物事の見方が変わったよ。こういう風な生き方をしてる人もい
るんだと思って。大学で学ぶこともすごく大事だと思うんだけど、大学で学んでるよりもど
っちが大事だって言えないくらいに、大きいことだよね。それがなきゃ今研究してないと思
う。 
 
Ｑ．最後に、総合科学部の学生に一言お願いします！ 
 
 僕が言えることはやっぱり、いろんな体験をして社会を見てほしいなと思う。その点バイ
トは大事だと思う。僕学生時代いろんな種類のバイトやったんだけど、家の取り壊しとかス
イカの選別とか。もちろんカテキョもやったけど、そこでいろんな人と出会う。だから僕と
してはすごく楽しかったしいろいろ教わったなと思う。 
 大学も大事なんだけど、もうちょっと広げて考えてみてほしい。だから西条はちょっと寂
しいかなって思いますね。 
 あまり学生とこんな話をすることもないんだよね、それこそ『飛翔』ぐらい。学生と話す
機会が必要だと思う。ターム制とか学部改編とか、総科は新しいことをいろいろやっている
けど、やはり学生の意見も聞くべきだと思う。そうしないと学生が混乱すると思うんだよね。 
 
Ｑ．激動の広島大学の中で私たちは生きていかなきゃいけないんですね… 
 激動っていうか激怒だよね（笑）。 
 
 
 
 
 
 
 
